
平成２１年度 第３回帰国・外国人児童生徒の日本語指導担当者連絡協議会 

日本語指導 ワークショップ 

井上 惠子 
１．ねらい 
  

児童生徒の発達段階と日本語力に応じた「日本語指導略案」を作成する。 
 

２．グループ及び課題 
 
グループ      日本語力 対象     課題及び教材 
Ａ 日本語が全く話せない児童への

指導 
小学生

高学年

にほんごを まなぼう 
３課「きいて みましょう」

Ｂ ある程度日常会話ができる児童

への指導 
小学生

低学年

こどものにほんご １ 
１０課「かいものごっこ」 

Ｃ ある程度日常会話ができる児童

への指導 
小学生

中学年

日本語を学ぼう ２ 
１４課「何倍でしょう」 

Ｄ ＪＳＬカリキュラム（トピック

型）を使った指導 
小学生

高学年

「トピック」 
千葉県について 

Ｅ ＪＳＬカリキュラム（教科志向

型）を使った指導 
小学生

中学年

「国語」教育出版 ３年上 
「森のスケーター やまね」

Ｆ 日本語が全く話せない生徒への

指導 
中学生 中学生の日本語 

４課「ラウルくんは 朝 ６

時に 起きます」 
Ｇ ある程度日常会話ができる生徒

への指導 
中学生 ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＦＯＲ ＹＯＵＮＧ ＰＥＯＰＬＥ 

３８課 しゅくだいを しな

ければ なりません 
Ｈ ＪＳＬカリキュラムを使った指

導 
中学生 「理科」大日本図書  

中学校２上 顕微鏡の使い方

 
 
 
 
 
 
 



３．ワークショップの進め方 
 

時 間 活  動  内  容 
11:50～12:00 １．ワークショップの進め方についての説明を聞く。 

・ねらい  ・グループ分け  ・課題  ・時間配分  
・指導略案の作成方法及び留意点 ・発表方法 ・パソコン 

13:00～15:00 １．グループに分かれて、課題についての指導略案を作成する。

 （パソコンの「指導略案の形式」に書き入れる） 
２．発表の準備をする。 

15:10～16:10 １．グループ発表をする。 
 ６分×８グループ （講評） 

 
 
４．指導略案作成上の留意点 
（１）指導時間は小学校４５分、中学校５０分とする。 
（２）なるべく、４技能（聞く・話す・読む・書く）を入れる。 
（３）過程の欄の（  ）に時配を入れる。 
（４）必要に応じて、日本語力に合わせて「リライト教材」を作成する。 
（５）必要に応じて、補助資料として「翻訳教材」を活用する。 
（６）必要に応じて、補助者との連携を図り、補助内容を明記する。 
（７）より分かりやすく、そして楽しく指導するための「教材・教具」を作成

し、提示の仕方等、工夫する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 課題及び教材 

Ａ 日本語が全く話せない児童 
小学生 
高学年 

にほんごを まなぼう 
３課「きいて みましょう」

１．目標 教室の中にある物を中心に、ものの尋ね方や色、数等の基本的な用

語を理解し、表現できるようにする。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具

導入 
（5） 
 
 
 
 

１．ものあてクイズをする。 
「具体物や絵の名前」 
・ 消しゴム 
・ えんぴつ 
・ その他教室にあるもの 

・興味をひくように具

体物や絵を提示する。 

・最初は普通に提示し、

慣れてきたら布で隠し

たり、音だけを聞かせ

たりして答えさせる。 

具体物、絵

など 

展開 
（35） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ものの名前の聞き方を知り、

お互いに質問し合う。 
 
・「これはなんですか？」 
・「これは   です。 
 
・「あれはなんですか？」 
・「あれは   です。」     

 
・「それはなんですか？」 
・「これは   です。」 
 
３．ものの名前の読み方を確かめ

る。 

・児童の興味をひく具

体物を提示し、意欲を

高める。 
 
・慣れてきたら教師と

子ども、または子ども

同士で質問し合う。 
 
 
 
 
 
・個に応じてワークシ

ートに記入させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
にほんごを

ま な ぼ う

(翻訳版) 
ワークシート 

終末 
（5） 
 
 

４．ビンゴゲームをする。 
 本時で知ったものの名前をビン

ゴゲームで確認する。 

・ゲームを通して本時

の復習をし、飽きずに

覚えることができるよ

う支援する。 

ビンゴ 
絵カード 

 



作成した教具等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 課題及び教材 

Ｂ 
ある程度日常会話ができる児童

への指導 
小学生 
低学年 

こどものにほんご １ 
１０課「かいものごっご」 

１． 目標 ・簡単な言葉を使って、買い物ごっこができる。 
   ・簡単なお金の計算ができる。 

２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具

導入 

（10） 
   

 
 
   

 

１．学習課題をつかむ。 
 
 
２．文房具の名前と数え方を確認

する。   
・ノート(冊)、画用紙（枚）、消し

ゴム（個）下敷き（枚） 
・鉛筆（本）ほん・ぼん・ぽん 
 
３．お金の種類を確認する。  

・１円、5 円、10 円、50 円、 
 100 円、500 円、1000 円    

 
４．売る人と買う人を決める。 
 
５．買物をする時に使う言葉を確

認する。 
(買い手)     （売り手） 

「～はありますか」  ｢いらっしゃい｣ 

「いくらですか」   「～で○円です」 

「～を○○ください」 「ありがとう」 

 
 
 
・細長いものは「本」 
紙のように薄いものは

「枚」などと数え方の

きまりに気付かせる。 
 
 
・日本のお金の種類と

数え方を知らせる。 
 
 
・途中で役割を交代す 
ることを知らせる。 
・買い物をする時に使 
う言葉（キーワード） 
をまとめて掲示してお 
くようにする。 
 

 
 

 

文房具 
 

 

 
 
 

模 型 の お

金 
 

 
 
 

キ ー ワ ー

ド（日本語

と母語） 

ぶんぼうぐやさんで、かいものごっこをしよう



展開 
（30） 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．売る人と買う人に分かれて買

い物ごっこをする。 
・店側の人と買う側の人が買物に

使う言葉を使って買い物のやり

取りをする。 
・（買う人）品物の値段でお金をわ

たす。 
・（売る人）おつりがある場合は 

計算しておつりと品物をわた

す。 
・交代する。 

・絵カードに値段シー

ルを貼ったり、買い物

バッグを用意したりし

て、楽しく買物ごっこ

ができるように準備を

する。 

品物（文房

具 の 絵 カ

ード） 
模 型 の お

金 

終末 
（5） 
 

７．買い物ごっこをしたことを話

したり、書いたりする。 
例）消しゴムは、2 個で 100 円で

す。 

・掲示してある「キー

ワード」を確認しなが

ら話したり、書いたり

するよう、支援する。 

ワークシ

ート 
 

 
 

作成した教具等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 課題及び教材 

Ｃ 
ある程度日常会話ができる児童

への指導 
小学生 
中学年 

日本語を学ぼう ２ 
１４課「何倍でしょう」 

１．目標 ・何倍、棒グラフ（算数３年）の学習に必要な表現を理解する。 
     ・～したら（すれば）・・・である、という表現を理解する。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具

導入 
（５） 

１．新出語（動物の名前）を理解する。

 ・声に出す。 
・絵を見て、名前と照らし合わせる。

・一緒に声に出し 
ながら発音させる 
ようにする。 

動物の絵 

展開 
(35) 
 
 
 

２．それぞれの動物の重さを理解する。

 ・ソウが １０００㎏ 
 ・クマが  ５００㎏ 
 ・ライオンが２００㎏ 
３．学習問題をつかむ。 
 
 
４． グラフと紙テープをてらし合わ

せ、重さを棒グラフで理解する。

 
５．動物の重さ比べをする。 

・ゾウとクマの紙テープを比べ、重

さを比べる。 →ゾウの重さはク

マの重さの２倍だ。 
 ・ライオンとゾウの重さを比べる。

  →ゾウの重さはライオンの重さの

５倍だ。 

・重さを視覚的に 
わかるように紙テ 
ープで表す。 
 
 
 
 
・２本のテープを 
隣り合わせにして 
比べさせる。 
・クマのテープの 
長さのものを２本

用意して、ゾウは

クマの重さの２倍

になっていること

に気付かせる。 

紙テープ 
棒グラフ 

終末 
（５） 
 
 
 

６．学習のまとめをする。 
 
 
 

・たら（れば）・・・であるの表現を

理解する。 
 ・次時の予告を聞く。 

 
 
 
 
・次時は、文作り

をすることを知ら

せる。 

 
 

動物の重さ比べをしよう。 

ぼうグラフを見れば、動物の重さを比べることが

できる。 



板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成した教具等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動物の重さ比べをしよう。 

ぼうグラフを見れば、動物の重さ

を比べることができる。 

棒グラフ 

ゾウの重さは 
クマの重さの２倍 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 課題及び教材 

Ｄ 
ＪＳＬカリキュラム（トピック

型）を使った指導 
小学生 
高学年 

「トピック」 
千葉県について 

１．目標 千葉県に関する基礎的情報を理解し、母学級における社会科の学習

に進んで参加しようとする態度を育む。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具 
導入 
(10) 
 
 

１．千葉県の特産品を知る。 
A-1「○○を知っていますか。」

 A-4「○○を食べたことがあり

ますか。」 

・特産品について興味 
を持たせる。 
・取れた場所（作られ 
た場所）を地図で確認 
する。 

特産品 
例)ピーナッ

ツ、すいか 
千葉県地図 
日本地図 

展開 
(30) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．千葉県の特産品や名物につい

て、経験を話し合う。 
 A-4「○○を見たことがありま

すか。」 
 A-4「○○に行ったことがあり

ますか。」 
 
３．特産品や名物を白地図に記入

する。 
 ・しょうゆ 
 ・なし、びわ 
 ・ディズニーランド 
 ・成田空港 
 

・児童の経験や興味を 
事前に把握しておき、 
写真やカードを準備 
しておく。 
 
 
 
・ワークシートを用意 
し、特産品や名物を文 
字で記入させる。 
例 ) ○○を見たこと

があります。○○に行

ったことがあります。 

写真 
カード（文

型・言葉） 
 
 
 
 
白地図（掲

示用） 
ワークシー

ト 

終末 
(５) 
 
 
 

４．次時の学習について知る。 
 「千葉県の特産品や名物につい

て調べていこう。」 

・特産品や名物につい 
て興味をもたせる。 
 

 
 

 
 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 課題及び教材 

Ｅ 
ＪＳＬカリキュラム（教科志向

型）を使った指導 
小学生 
中学年 

「国語」教育出版３年上 
「森のスケーターやまね」 

１．目標 やまねとはどんな動物かを読み取ることができる。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具

導入 
（７） 
 
 
 
 

１．やまねの写真を見て感想を話

し合う。 
・かわいい  ・ねずみかな 
・りすかな？ ・知ってる～ 
 
２．学習問題をつかむ。 
 

・２枚のやまねの写真 
を提示し、興味関心を 
引き出す。 
・やまねであることを 
知らせる。 

やまねの

写真２枚 
 

展開 
(33) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．本文の範読をきく。 
 
 
 
 
 
 
 
４．やまねについて知る。 
・ 段落ごとの要点を押さえ大事 

なところに線をひく。 
・ ワークシートにまとめる。 
・ まとめたことを発表する。 

・ 説明文である構成 
を意識し、段落ごとの

関係をおさえながら読

む。 
・ 小段落ごとに写真 
や地図と照らし合わせ

ながら補足説明をす

る。 
・ 「いつ」「どこ」等 
の」質問を投げかけ要

点をつかませる。 
・ 線を引いたところ 
に着目させ、できるだ

け自力で記入させる。 
・ 内容を読みとれて 
いたら賞賛する。 
・大事なところをおさ

えることができたか。

（評価） 

リ ラ イ ト

教材 
 
 
地図 
写真 
 
 
 
 
 
ワ ー ク シ

ート 

やまねについて くわしく 知ろう。 



終末 
(5) 
 

５．本文を音読する。 
・１回目は教師と、２回目は自力

で音読する。 
 
６．次時の学習について知る。 

・ 大きな声ではっき 
り読むように助言す

る。 
・ 一人で読めたこと 
を賞賛する。 

 
 

 
 
作成した教具等 

「森のスケーター やまね」リライト教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  縦書きの場合はルビを左側に、横書きの場合はルビを下につけて、隠しな

がら指導する方法もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

森
の
ス
ケ
ー
タ
ー 

や
ま
ね 

「
や
ま
ね
を 

し
っ
て
い
ま
す
か
？
」
く
わ
し
く 

し
っ
て
い
る 

人
は

少す
く

な
い
で
し
ょ
う
。 

や
ま
ね
は
、
大
む
か
し
か
ら 

日
本
に 

す
ん
で
い
る 

ど
う
ぶ
つ
だ
と

か
ん
が
え
ら
れ
ま
す
。
い
ま
は
、
本

州

ほ
ん
し
ゅ
う

、
四
国

し
こ
く

、
九

州

き
ゅ
う
し
ゅ
う

と 

隠
岐

お

き

の
し

ま
の 

森
に 

す
ん
で
い
ま
す
。 

 

や
ま
ね
の 

体
は
、
お
よ
そ 

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
し
っ
ぽ
は
、

や
く 

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
毛け

が 

ふ
さ
ふ
さ
し
て 

い
ま
す
。

体

重

た
い
じ
ゅ
う

は
、
十
八
グ
ラ
ム
ほ
ど 

で
す
。
木
の
上
で 

生
か
つ
し
て 

い
ま

す
。
ひ
る
ま
は 

休
み
、
よ
る
に 

な
る
と 

う
ご
き
ま
わ
り
ま
す
。 

 

や
ま
ね
の 
な
か
ま
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ
シ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
お
う

ア
ジ
ア
、
中

国

ち
ゅ
う
ご
く

な
ど
に
も 

い
ま
す
。
ロ
シ
ア
で
は 

や
ま
ね
の 

こ
と

を
「
ソ
ー
ニ
ャ
」
と 

い
い
ま
す
。「
ね
む
そ
う
な
人
」
と
い
う
い
み
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
で
は 

「
ド
ウ
マ
ウ
ス
」
と 

い
い
ま
す
。
「
ね
て
い
る 

ね
ず

み
」
と
い
う 

い
み
で
す
。
中
国
で
は 
「
シ
ュ
イ
シ
ュ
」
と
い
い
、
「
ね

む
る 

ね
ず
み
」
と 

い
い
ま
す
。
せ
か
い
じ
ゅ
う
で
、
よ
く 

ね
む
る 

ど

う
ぶ
つ
だ
と 

お
も
わ
れ
て 

い
る
の
で
す
。 



「森のスケーター やまね」ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 課題及び教材 

F 
日本語が全く話せない生徒への

指導 
中学生

中学生の日本語 
４課「ラウルくんは 朝 ６

時に 起きます」 
１．目標 一日の活動を時間と共に話したり、書いたりすることができる。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具

導入 
(10) 

１．「ラウルくんの１日」を読む。

・ 時間の言い方（復習） 
・ 起きます、寝ますの言い方 
・ 動詞の過去形・否定形 
・ 起きました・起きません 
・ 時間の言い方の練習 

・帯時計を使って、時

間の言い方の確認をす

る。 
 

帯時計 
 
 

展開 
(35) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．１日の中で使用する動詞を使

って文を作る。 

例） 

６時におきます。  

６時５分にパジャマをぬぎます。

６時 10 分にふくをきます。 

６時 15 分にかおをあらいます。

６時半/30 分にごはんをたべま

す。 

６時 50 分にはをみがきます。 

７時にくつをはきます。 

９時にべんきょうをします。 

 ┇ 

４時にテレビをみます。 

10 時にねます。 

 

３．学習者の１日について話す。

・問いに答えられるようにする 

Ｑ：何時に起きますか。 

Ａ：6 時に起きます。 

・学習内容に興味を持

ってもらえるように、

時計や絵カードを用い

て支援する。 
 
 
 
・半・30 分など、１

つの時間を２通りの言

い方で言えることを理

解させる。 
 
 
 
 
 
・ラウルくんの１日で

使用した「動詞」を使

って問いかけをする。 
 

帯時計 
時 間 の カ

ード 
 
 
時計 
 
絵カード 



終末 
(10) 
 

４．ワークシートに学習者の１日

を記入する。 
 

・正しい表現を用いて

記入できるように支援

する。 

ワークシ

ート 
 

 
 

作成した教具等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 課題及び教材 

G 
ある程度日常会話ができる生徒

への指導 
中学生

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＦＯＲ ＹＯＵＮＧ ＰＥＯＰＬＥ 
３８課 しゅくだいをしな

ければなりません 
１．目標 「～なければなりません」と「～なくてもいいです」の使い方がわ

かる。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具

導入 
（５） 
 
 

１．教材の「KEY SENTENCES」

を読む。 
・「します」と「しなければなりま

せん」の違い 

・教師が読んで、生徒

が後に続くようにす

る。 
 

 
 

展開 
（40） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．動詞の活用の復習をする。 
・（ない形）を言う 
・ワークシートに（ない形）を記

入する。 
・いつも学校に 8 時に 

（来ます） 
 
・校外学習の日は 7 時に 

（来なければなりません） 
 
・「なくてもいいです」を使って 

土曜日は学校に 
（来なくてもいいです） 

 
３．絵カードを使い、文を作る 
・口頭練習 

・Ⅰ、Ⅱ、Ⅲグループ

別に動詞カードを提示

する。 
 
 
 
 
なければなりません 
のカードを提示する。 
 
なくてもいいです 
のカードを提示する。 
 
 
・絵を手がかりにどち

らの表現を使うか考え

て文を作るよう、促す。 

動 詞 カ ー

ド 
 
 
 
 

終末 
（５） 
 
 

４．ワークシートを使って、学習

のまとめをする。 
 

・日常生活の中で、よ

く使う表現なので、ニ

ュアンスの違いを理解

させるようにする。 

ワークシ

ート 

 

 



作成した教具等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本語指導略案 

グループ 日本語力 対象 課題及び教材 

Ｈ 
ＪＳＬカリキュラムを使った指

導 
中学生

「理科」大日本図書 
中学校 2 上顕微鏡の使い方 

１．目標 日本語を通して顕微鏡の使い方を身につける。 
２．展開 
過程 学習活動 教師の支援 資料・教具

導入 
(10) 
 

１．花粉とその拡大写真を見る。

・顕微鏡を実際に見て操作する。

・顕微鏡の目的を体感する。 
２．学習課題をつかむ。 

「顕微鏡の使い方を身に付けよ

う。」 

・実物と拡大の比較を

させる。 
・顕微鏡を実際に操作

させる。 
 

花粉と拡

大写真 
顕微鏡 
 

展開 
(35) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．顕微鏡を使って、自分で何を

見てみたいか考える。 
 
４．資料（リライト教材）を実際

に読む。 
・読めない字にルビをつける。 
・資料を再度、音読する。 
・読んでわからない語句を辞書で

調べる。訳を書く。 
 
 
 
 
５．使い方の確認についての発問

に答える。 

・どんなものを見ると

興味が高められるか、

例をあげる。 
・読めない字を教え、

ルビをつけさせる。 
・確認のために音読さ

せる。 
・母語の話せる補助者

がいる場合は、直接支

援する。 
・辞書を引いてもわか

らない語句の説明をす

る。 
・顕微鏡を指して用語

や使い方を簡単な発問

をして、確認させる。 

実物 
 
 
リ ラ イ ト

教材 
 
 
 
 
 
 
 
 
顕微鏡 

終末 
（５） 
 

６．資料を読んで理解したことを

もとに「自分が見たいと考えた

もの」を顕微鏡で操作して拡大

する。 
 

・正しく操作できてい

るか確認しながら操作

を援助する。 
 

顕微鏡 
実物 

 


